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 第 19 回  熊本県議会 道州制問題等調査特別委員会会議記録 

 

平成26年３月17日（月曜日） 

            午後２時36分開議 

            午後２時40分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

正副委員長互選の件 

――――――――――――――― 

出席委員（15人） 

        委 員 長 溝 口 幸 治 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 大 西 一 史 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 田 代 国 広 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 渕 上 陽 一 

        委  員 東   充 美 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 泉   広 幸 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 甲 斐 正 法 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者（なし） 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 板 橋 徳 明 

       議事課主幹 左 座   守 

――――――――――――――― 

  午後２時36分開議 

○板橋政務調査課課長補佐 担当書記の板橋

でございます。よろしくお願いいたします。 

 本日は、委員の選任がございましたので、

正副委員長の互選をお願いいたします。 

 委員会条例第６条の２第２項の規定によ

り、年長委員に委員長互選の職務を行ってい

ただくことになっております。 

 本委員会の年長委員は、田代委員でござい

ます。 

 それでは、田代委員、よろしくお願いいた

します。 

  （年長委員着席） 

○田代国広年長委員 ただいまから、第19回

道州制問題等調査特別委員会を開会いたしま

す。 

 私が年長でありますので、これより、委員

長互選の職務を行います。 

 まず、委員長互選の方法については、指名

推選と投票がございますが、指名推選により

行いたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○田代国広年長委員 御異議なしと認めま

す。よって、委員長互選の方法は、指名推選

により行うことといたします。 

 それでは、委員長候補者を指名する方を決

めたいと思います。どなたから指名していた

だきましょうか。 

  （「年長委員」と呼ぶ者あり） 

○田代国広年長委員 私にという声があって

おりますが、私が指名することに御異議あり

ませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○田代国広年長委員 御異議なしと認めま

す。 

それでは、委員長に溝口委員を指名したい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○田代国広年長委員 御異議なしと認めま
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す。よって、溝口委員が委員長に決定いたし

ました。 

これで、私の職務は終わりましたので、委

員長と交代いたします。 

  （年長委員退席、委員長着席） 

○溝口幸治委員長 ただいま委員長に選出い

ただきました溝口です。先生方の御協力をい

ただきまして、１年間しっかり務めさせてい

ただきたいと思います。付託調査事件に、基

礎自治体に関する件が新たに加わっておりま

すので、皆様方から、幅広い議論をいただき

たいと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

それでは、引き続き副委員長の互選を行い

ます。副委員長互選の方法については、指名

推選と投票がございますが、指名推選により

行いたいと思います。御異議ありませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認めます。

よって、副委員長互選の方法は、指名推選に

より行うことといたします。 

 それでは、副委員長候補者を指名する方を

決めたいと思います。どなたから指名してい

ただきましょうか。 

  （「委員長」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 委員長にという声が上が

っておりますが、私が指名することに御異議

ありませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認めます。

副委員長に髙野委員を指名したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし｣と呼ぶ者あり) 

○溝口幸治委員長 御異議なしと認めます。

よって、髙野委員が副委員長に決定いたしま

した。髙野委員、どうぞ前のほうにお願いい

たします。 

髙野副委員長から就任の挨拶をお願いいた

します。 

 

○髙野洋介副委員長 ただいま副委員長に選

任いただきました髙野洋介でございます。溝

口委員長を補佐し、円滑な委員会運営のため

に努力してまいりますので、どうぞ皆様方よ

ろしくお願いいたします。簡単ではございま

すが、挨拶とさせていただきます。 

 

○溝口幸治委員長 それでは、次に、その他

で私のほうから１つ提案がございます。 

閉会中の視察の件についてですが、委員会

で行う委員派遣というのは、本来、会議規則

第81条により、委員会として、これを議長に

申し出ることになっております。 

しかしながら、緊急な委員会視察が必要な

場合に、委員会をそのたびに開催するのが不

可能な場合もございます。 

そこで、付託調査事件に係る閉会中の委員

派遣の目的、日時、場所等につきましては、

委員長一任ということでよろしいでしょう

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○溝口幸治委員長 御異議なしということで

すので、そのように取り計らいます。 

 それでは、本日の委員会は、これをもって

閉会いたします。 

  午後２時40分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  道州制問題等調査特別委員会委員長 


